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現在、中小規模建物は数多く存在するが、大規模建物と比べ、室内温湿度や換気状況の監視が不行き届きな場合が多く、十分な室内環境が確保

されていない。この背景に対し、中小規模建物の現状把握と問題点抽出を行い、在室者は室内の温度には敏感であるが CO2 濃度には敏感ではなく、

空気質の変化に気づきにくいため、室内の空気質の悪化が起こってしまうということが既往の研究でも分かってきている。

本研究では、その問題点を受けて、中小規模建物の室内環境を把握できるようにすることを目的とし、機器を要する測定を行わなくても、簡易

に空気質を評価できる指標として、「換気量・機器劣化・知覚」を判断基準とした換気状態判断チェックシート作成する。

日常行動時で換気効果を含

むものとして、扉の開閉と

窓の開閉が考えられる。こ

の二つについて、定量的換

気量の評価を行う。

また、機器の劣化に伴う換

気能力への影響や、什器、

人員密度などによる必要換

気量への影響の評価を行う

換気量算出・機器劣化評価・知覚評価

CFD解析

季節、室レイアウトや外気流入経路の違いにより、居住域の還気状況への影響

を確認。中間期に比べ夏期、冬期では居住域の換気効率が低下している。

換気状態判断チェックシート

まとめ
専用の測定器、知識なしで室内の空気室状況を判断する簡易換気状態判断チェッ

クシートを作成した。

課題としては CFD結果で示したように、より詳細な空気室の状況を判断するた

めには、季節、レイアウトなどによる換気状態の不均一性を考慮する必要がある。

扉の開閉による換気量計算 窓の開閉による換気量計算

中小規模建物における換気状態の簡易評価に関する研究

機器の劣化による換気能力への影響 知覚の影響による必要換気量への影響評価


